
記入例　

12-(1)

回目 ←
工種名

検査完了日

業者名

部位・時期 頻度 SES資料 基準値・内容 実測値 検査日
合：○
否：× 日付 報告

1
防水端部の水切処理は
事前に計画している

/ /

2
施工能力
（所定の技量及び作業人員）は適切か確認

技能士が管理し、施工難度、
工程に対しても問題はない

/ / 　

3
仕様、及び防水材料が適切で
施工場所、時期にも適合するか確認する

防水仕様・材料が適切である
（ＪＩＳ規格品である）

/ /

4 納入材料表示及び状態を目視確認する
種類、製造所が計画通で
劣化、損傷は生じていない

/ /

5 作業日の気象条件を確認する 降雨、降雪がない（おそれがない） / /

6
降雨・降雪直後でない
品質に影響する強風はない

/ /

7 全箇所 A
躯体面での漏水は生じていない
下地の補強は計画されている

/ /

8
防水に悪影響を及ぼす亀裂がない
（不良部の処理は完了）

/ /

9 下地は突起物もなく平滑な状態である / /

18 　防水重ね部長さ
塗継ぎ重ね巾　100㎜以上
補強布の重ね　50㎜以上

/ /

19
排水ドレン及び配管廻りは
特に入念に施工されているか

/ /

20 　防水末端処理　（メーカー仕様による確認）
防水端部　異種取合部は
シール押さえ（隙間なく所定厚以上で）

/ /

21 　出来上が状態
出来栄えについて（空気ふくれ、めくれがな
いか目視確認する）

/ /

22 全箇所 A
　完了後　漏水が生じていない 水張り後24時間満水状態等で確認し、漏

水がない
/ /

作業主任者資格証の携帯及びコピーの提出

増貼部（接合部）は全てシールした。

接着工法 ローラー押さえは確実に行っている。

コーナー部分は非加硫ｺﾞﾑ系で増貼した

ＮＯ 処置日 確認者

メモ欄

ＮＯ 処置日 確認者

自　　主　　検　　査　　記　　録
重要度区分　　　　　Ｓ：人命及び強度保証　Ａ：性能機能特性　Ｂ：一般特性

報告回数検査責任者区分　　Ｓ：部課長以上　　　　 　Ａ：課長以上　　　  Ｂ：係長以上　　

工事№ 12 防水工事 (合成高分子防水）

検査員

業者報告者

工事名 年　　　　月　　　　日

検査ヶ所

施工前

下地状態が適切か、目視等で確認する
不良部は是正後に本防水を施す

ＮＯ
検査 重

要
度

検査項目
確
認

業者検査

事前

搬入時

（受入検査）

管理基準 自主検査

施工中

施工後

養生（保存）計画

材料は雨掛りにならないようシート等で覆っている □確認 □確認
その注意事項

化学物質の有無の確認、取り扱いは理解している。残材の片付は適切に処理をしている。 □確認 □確認
処理内容（何をどう処理するか具体的に記入する・・・必要に応じ写真添付） 備考欄　　　　　改善（関係者へ取組指示事項）・その他記入 出来高申告

出来高 ％

（現場担当者サイン）

（一次業者サイン）
重大処理内容　（特別採用時は記録を必ず保管する）

部課長 管理技術者 現場担当者

/ / /

協力業者

検査責任者

検査 実施

元請へ報告分

出来高請求前元請 担当者

検査済

確認 レ点

検査済

出来高申告

当社にて

出来高

査定

元請

完了部

検査

合否記録

記入は

黄色部分覧記入し

業者自主検査報告

お願いします。

*除外項目 斜め斜線し

検査実施分、記載下さい。

業者

自主検査

太枠

必須検査

黒塗り部

不要

ほか 任意

検査

＊請求書に添付し、郵送 検査出来高

申告 お願いします。

2020/04/06 工-02-09Ｓ　統合自主検査記録（ﾌｧｲﾙ分け）


